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　平成28年9月27日、岩手県八幡平市にて「第
５回経営支援事例発表東北ブロック大会」
が開催され、見事秋田県代表として出場し
た本会の藤田千佳子主査が最優秀賞を受賞
しました。
　本大会では、職員の持つ経営支援ノウハ
ウや経験の共有化の観点から、経営支援活
動における優れた事例を東北６県の代表者
が発表しました。
　藤田主査は、美容室の経営課題を解決す
るために、女性による支援チームを結成し、
女性目線で経営改善に取り組んだ事例を発
表し、審査委員からはこの事例を基に職員
が日常的に取り組めるすばらしい支援内容

と高く評価されました。
　最優秀賞を受賞した藤田主査は、平成28年12月8日に東
京で開催される全国大会に東北ブロック代表として出場
しますので、会員皆様の応援お願いいたします。
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　行政懇談会が、8 月 24 日（水）Villa フローラで開催されました。
　今年 4 月から秋田市の機構改革により商工部と農林部が統合され、産業
振興部になったことから、基盤産業が農業である当地域にとって農商工連
携や六次産業化による産業振興の取組みが大きく期待されます。
　秋田市からは、榎昌範部長、佐藤鋼一次長をはじめ８名、本会からは木
村会長をはじめ役職員 14 名が出席しました。

　最初に秋田市産業振興部から平成 28 年度の事業概要についての説明があ
り、その後本会の平成 28 年度事業概要を説明しました。
　最後に、秋田市から特に支援していただきたいと考えている以下の 4 項
目について要望し、秋田市からも前向きなアドバイスをいただき、今後の事
業推進においても大きな成果となりました。

　　1． 小規模企業対策の一層の強化（継続）
　　2． 商工会館移転への支援（継続）
　　3． 雇用拡大等による地域経済の活性化について（拡充）
　　4． 市街化調整区域における創業について（新規）

　10 月 9 日 ( 日 )、10 日 ( 月 ) の 2 日間、国際教養大学の大学祭（AIU 祭）と同時開催の産学交流フェスティバルに
商工会青年部と女性部が飲食ブースを今年も出店しました。
　前日の大雨も止み、青年部・女性部ブースは人気のメニューとおもてなしで大行列。
　女性部では、あんこびっしりの女性部名物「たい焼き」や真心こめて煮込んだ愛情たっぷり「きりたんぽ」、「うどん・
そば」で来場者のお腹と心を満たしました。
　また、学生企画の恒例イベント「とろろ飯早食い」大会では女性部がお手伝い。愛情いっぱい女性部特製「とろろ飯」
は今年も学生たちに好評でした。
　青年部では、名物の「ジャンボ焼き鳥」や「フランクフルト」に行列が絶えることなく完売しました。

榎部長ごあいさつ

行政懇談会

市の組織改革に大きく期待
「行政懇談会を開催」

第13回産学交流フェスティバルへ出店

だめ

今年も熱く焼いてます 女性部コーナーに行列するお客様 とろろ早食い大会来賓挨拶をする木村会長
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「アートの魅力でまちづくり」
〜アーティスト紹介コーナー〜

シリーズ8 headline studio
代表　遠山 桂太郎さん

　式田にアトリエを構え、農業や自然を通して地域の元
気につながる活動を積極的になさっているのが、今回紹
介する遠山桂太郎さんです。
　遠山さんは、東京でＣＤジャケットや広告写真の仕事
をされていましたが、東日本大震災をきっかけに「大都
市とは対極にある秋田の日常的な自然とそこに生きる
人々にレンズを向けてみたい」と、一家で移住されました。
　現在は、地域と国際教養大学生の交流活動や地元小学
生による「かかし」プロジェクトなど、地域の元気につ
ながるような活動を精力的にされています。「学生は縄の編み方や農業体験
を通じて地域文化を学び、地域の方は大学生から英語や食文化を学ぶ。お
互いに異なる文化を知ることにおもしろさを感じているようです。」と、話
して下さいました。また、河辺まるごと祭りや美大生を対象にしたモニター
ツアーでは、参加者に写真の撮り方を説明したり、様々なところでご活躍
されています。

「実際に住んでいる方々の手で、地域が明るくなるように活動していきたい」
と思いを語ってくださいました。

　10 月６日（木）、７日（金）、他団体からの視察を受入れ、「芸術
の里かわべゆうわプロジェクト」概要の説明および、アトリエ案内
を行いました。
　６日（木）は、五城目町仲町町内会の 12 名を対象として行い、
ステンドグラス「アンティークス・ゆい」、パステルアート「ハート・
パステル」、フォトグラファー「headline studio」のアトリエを訪
問しました。芸術家の活動内容やこだわりを聞くことができて、ア
トリエ内はさまざまな質問で盛り上がりました。
　７日（金）は、イーヴェうご協議会の 35 名が「雄和の作家秋の
工房展」を訪れ、手漉き和紙「出羽和紙」、陶芸「いやしろち」、油
彩画「アトリエソウマ」、陶芸「瑠璃窯」の作品に触れながら、芸
術家の話に興味深く耳を傾けていました。
　２団体ともに移住定住促進活動に大きな関心があり、また、芸術
に触れる機会を得られたことに感激されていました。

＊�体験教室は実施して�
いません。

headline studio
住所：秋田市河辺和田字上野 5-6
電話：018-853-5791

美術大生にアドバイス中！

「ハート・パ
ステル」仲島

さんの話を熱
心に聞いてい

ました

（五城目仲町
町内会）

「芸術の里かわべゆうわプロジェクト」の概要をうなづき
ながら聞いていました（イーヴェうご協議会）

アトリエにて

芸術の里かわべゆうわ

他団体からの視察受入
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頑張ってま～す！
地域の若者たち⑨

伊藤工業株式会社 　取締役製材部長　伊
い と う

藤　元
げ ん き

気さん　(29歳)

秋田市雄和平沢字舟津田78-1　TEL：018-886-2135

　土木・建築・製材・除雪でおな
じみ、“ 地元秋田の発展のために ”
をモットーとする「伊藤工業株式
会社」の伊藤元気さんをご紹介し
ます。
　伊藤さんは高校卒業後、父親が
経営する「伊藤工業株式会社」で
働いています。
　伊藤さんは、製材部門の経理事

務を中心に業務をこなすほか「木材加工用機械作業主任者」
として、製材機械を操作したり、従業員が効率よく作業し
やすいようにサポート役に回るなど、幅広く作業をしてい
ます。
　丸太を製材し、乾燥させた加工品を販売していますが、
ホームセンターなどの大手にはできない特注にも柔軟に対
応できるため、満足の声をいただいたときにやりがいを感

じているとのことです。
　一方、入社当初は、様々な木材の性質などを見極め、製
材していく過程が一番つらかったと振り返り、「当初苦労し
た経験が活きているのか、いまでは木材を見た瞬間に一番
良い製材方法が頭に浮かびます。木材のことは、なんでも
お任せください！！」と、自信満々
に話す伊藤さんがとても印象的で
した。
　青年部には昨年度加入し、定例
会などに積極的に参加しています。
　「河辺雄和地域のイベントなどに
青年部が積極的に参画・協力する
ことで、地域おこしに繋がるので
はないかと考えています。私も協
力していきたいです。」と、熱く語
る伊藤さんでした。

イベントにて積極的に作業をす
る伊藤さん（写真中央）

秋田の発展のため、頑張っています！！

8月3日（水）～ 6日（土）の4日間、秋田市大町イベント広場にて「ご当
地グルメフェスティバル2016」が開催され、「バリコロ焼き」と今年度は
雄和産のいちじくを使用した「いちじくジャムアイス」を販売しました。4
日間の晴天により、会場は多くのお客様で賑わい、当青年部ブースには連日
長蛇の列ができました。

6年連続の出店となる今回は「今年もバリコロ焼きを買いに来た」などリ
ピーターの方に加え、「美味しいと聞いて買いに来た」など、新規のお客様
からも嬉しいお声を沢山いただきました。また、「いちじくジャムアイス」
をお披露目し、特に女性のお客様から沢山のご好評をいただきました。

今後も青年部が考案した河辺雄和地域のご当地グルメ「バリコロ焼き」を
ＰＲするとともに、新しいご当地グルメの考案、発信に努めてまいります。

　9月3日（土）、4日（日）の2日間、楽天イー
グルス稲川スタジアム他3球場を会場に、第
49回秋田県商工会青年部野球「湯

ゆ

羽
う

東
と

郷
ぴあ

」大
会へ出場しました。
　結果は1勝1敗で、得失点差で惜しくも予選
で敗退しましたが、相手チームに引けをとら
ないハツラツとプレーする部員の姿が印象的
でした。また、試合後のレセプションでは、
当青年部員がアトラクションのクイズ大会で
優勝し、会場を大いに盛り上げました。

ご当地グルメフェスティバル2016（竿燈まつり期間中）に
「バリコロ焼き」と「いちじくジャムアイス」を出店

～来場したお客様に河辺雄和地域をＰＲ～

野球大会へ出場。ハツラツとプレー
～レセプションでは、当青年部員が大活躍！～

“ バリコロ焼き ”を焼く曽我部長

試合後の集合写真

連日、夕方頃から長蛇の列ができてきました！

レセプションにて優勝した
部員の佐々木さん
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最近よく「がん」で入院、
手術した人の話を
耳にするけど…

トータル「がん」補償
シンプル「がん」補償

従業員が休暇中に
ケガをしてしまった
少しでもお見舞いをあげたい

「けが」の補償
売掛金の回収が遅れて、
資金繰りが厳しいなぁ

「商工貯蓄共済」の
積 立 そうだ！

商工会へ
行こう！

商工会には皆さんの困ったを解決する各種共済が
揃っています。困ったの前にぜひご相談ください。

　女性部では7月26日（火）、由利本荘市を視察
して来ました。
　まずは、鳥海山のふもとを走る由利高原鉄道
に乗車し、矢島駅へ。
　車窓から見える豊かな山々と夏ならではの緑あ
ふれる田園風景、列車ごとに異なる座席に描かれ
る由利本荘市の特産品であるごてんまりや組子細
工など、地元の魅力をたくさん感じられる列車と

なっておりました。
　また、車内では秋田おばこ姿のアテンダントによる沿線案内や駅での見送りな
ど、お客様を楽しませる数々のおもてなしを受け、今後のおもてなし活動の大
きな参考となりました。
　続いて向かったのは、豊かな自然に囲まれたホテルフォレスタ鳥海。昼食を
兼ねた情報交換会では商売や地域、生活、女性部活動についての様々な情報が
交わされるなど有意義な時間を過ごすことができました。
　最後は岩城地区にある亀田藩の街並みを再現した観光文化施設である史跡保
存伝承の里「天鷺村」へ。
　現在放送中の大河ドラマ「真田丸」の真田家ゆかりの地にちなみ、グッズの販売や真田企画展が行われて
おり、今話題となっているものを上手くＰＲにつなげているといった印象を受けました。
　また、由利本荘市商工会女性部の阿部部長と三浦副部長にお出迎えしていただき、村内の説明のほか地域
の特産品を頂戴しました。このような素敵なおもてなしを受け、部員一同感謝の気持ちでいっぱいです。
　私たち河辺雄和商工会女性部も「とっておきのおもてなしで河辺雄和地域を訪れる皆さまをお迎えした
い！」と思っております。

女性部ではエコ活動の一環として、毎年学校給食の廃油を利用したエコ石
けん作りを行っております。エコ石けんは、排水後、自然の生態系サイクル
に乗ることができる 環境にとてもやさしい石けんです 

今年も９月７日（水）、恒例の「完全防備」スタイルで愛情をたくさん込
めて作りました。

出来上がった石けんは、商工会員の皆様に配布し、環境に配慮した生活を
呼びかけるとともに「頑固な汚れがよく落ちる！」と嬉しいお声をいただい
ております。

由利本荘市へ行って来ました！

毎年恒例のエコ石けん作りを行いました！

廃油をかき混ぜます
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小規模事業者持続化補助金とは、小規模事業者が販路開拓等を目指し、商工会と一体となって取組む事業を支援する補助金です。

小規模事業者持続化補助金　取組事例
自宅で過ごしているような安らぎを　～一組限定のゲストハウス～
� 　茶房　白鳥の丘

補助事業で行ったこと
　雄和椿川の「白鳥の丘団地」に平成25年4月「茶房　白鳥の丘」を開
業。ランチをメインに訪れるお客様との会話を楽しみながら営業してき
ましたが、人口の減少などで地域の賑わいが薄れていくのを感じ、自分
に何かできることはないか考えていました。たまたま行った温泉で大阪
から車で全国を旅する夫婦に会い「ゲストハウス」の存在を知りました。 

「ゲストハウス」を詳しく調べてみると宿泊料金が安価で長期滞在に向
いていることなどがあり「白鳥の丘団地」周辺には「国際教養大学」に
代表される教育・文化・スポーツ施設が点在し、秋田空港や高速のＩＣも近いことから県内全域にアクセスも
良く好立地であると考えました。
　また、国が外国人宿泊客の受入れのため簡易宿泊施設の許可等の規制を緩和しており、改修工事に係る費用
が抑えられることに加え、本補助金が対象となったことから転業を決意しました。
　今後は近くにアトリエを持つアーティストのアトリエ周遊コースや冬期間のクロスカントリーコースの提案
などホームページを活用し、情報発信しながら地域の活性化につなげたいです。

≡≡ 募集が始まります！≡≡
平成28年度第二次補正予算にて小規模事業者持続化補助金
が公募されることとなりました。

募集開始：11月上旬予定
募集締切：平成29年１月
採択決定：平成29年３月

※詳細については商工会事務局までお問合せ願います。（電話882−3523）

スケジュール

ゲストハウスとして生まれかわる茶房　白鳥の丘

小規模事業者が商工会とともに取組む販路拡大
事業に対し、補助 2/3　最高で50万円
が交付されます。
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◎親族内承継　　◎従業員への承継
◎第三者承継（M＆A、外部招聘、起業家とのマッチング）
◎業容拡大のため買収をお考えの企業

「後継者がいない」「事業の引継ぎに不安が…」
秋田商工会議所

秋田県事業引継ぎ支援センター
秋田市山王２丁目１番40号　田口ビル４階
TEL.018-883-3551
ホームページアドレス  http://akitacci.or.jp/hikitsugi/

事業承継のことなら

秋田県事業引継ぎ支援センター
� にご相談ください！

相談無料秘密厳守


